
　
村
助
教
授
に
囑
し
、
薙
に
本
書
の
上
梓
を
見
る
に
至
っ
た
の
で
あ

　
る
。
、
　
春
B
榊
祉
文
書
－
こ
略
同
様
の
形
式
に
お
い
て
本
文
七
九
六
頁
よ

　
り
成
杢
，
談
薬
舗
祉
文
字
し
の
學
術
的
償
値
の
偉
大
な
る
は
今
夏
多

　
言
を
要
す
ま
い
。
．
研
究
者
の
踏
む
大
な
る
徒
勢
を
省
く
此
の
事
業

　
の
如
何
に
困
難
で
あ
る
か
は
、
史
料
編
纂
掛
の
そ
れ
ご
思
併
せ
て

　
大
な
る
感
謝
を
編
者
並
び
に
刊
行
者
に
蕪
け
な
け
れ
ば
な
ち
ぬ
。

　
　
内
容
は
岡
版
二
四
、
卜
書
五
三
幅
を
完
載
す
る
Q
岡
版
口
次
の

　
｝
部
を
示
さ
ば
、
瀞
影
、
御
破
裂
御
李
癒
勅
使
参
向
圖
、
並
び
に

　
斬
願
告
丈
等
は
岡
版
－
こ
共
に
談
由
乾
鮭
御
破
裂
の
國
家
的
意
義
を

　
理
念
し
、
あ
る
も
の
は
郡
山
御
遷
座
の
軍
事
的
意
義
を
、
或
は
織

　
豊
徳
三
氏
の
封
献
寺
を
窺
ひ
得
ら
れ
よ
う
。
叉
は
後
陽
戒
天
皇
御

　
震
筆
後
法
興
院
政
家
記
抄
、
跨
道
長
上
口
時
竪
文
、
狩
野
難
平
自

「
筆
騒
歌
、
費
生
太
夫
勝
吉
書
籍
、
鵜
殿
芸
無
納
日
記
、
以
下
の
比

　
類
稀
な
る
史
料
を
容
易
に
利
用
し
得
ら
れ
る
。

　
　
而
し
て
巻
末
附
録
に
作
製
牧
録
せ
ら
れ
た
る
題
名
、
胤
男
名
、

　
地
名
、
件
名
の
諸
索
引
は
如
何
に
情
心
に
多
大
の
便
を
與
へ
る
で

　
あ
ら
う
所
蔵
文
書
総
輯
録
粕
こ
共
に
そ
の
凋
到
な
る
用
意
は
蓋
し
推

　
　
　
　
紹
、
　
　
　
分

賞
の
辞
を
嵩
ま
な
い
も
の
で
あ
る
．

　
如
此
資
料
集
の
刊
行
が
各
大
鮭
、
大
寺
、
諸
藩
等
に
於
て
行
は

れ
る
な
ら
ば
日
本
研
究
に
如
何
に
役
立
ち
容
易
に
な
る
で
あ
ら
う

か
。
吾
人
は
今
こ
の
書
を
手
に
し
つ
Σ
そ
の
理
想
の
實
現
の
一
霞

も
早
か
ら
ん
事
を
所
っ
て
や
ま
な
い
。
（
菊
版
附
録
八
　
頁
、
橿

位
置
、
星
野
書
店
）
〔
寺
尾
Ψ

　
　
欝
気
瀧
聖
人
研
究
第
一
谷
　
　
山
川
智
慮
著

　
本
書
は
日
蓮
聖
入
の
信
者
で
あ
り
研
究
者
で
あ
る
署
者
が
聖
人

に
就
い
て
研
究
し
た
過
去
の
業
績
を
纏
め
て
世
に
撫
だ
さ
れ
た
も

の
で
、
明
治
四
＋
二
年
よ
り
最
近
に
至
る
ま
で
の
論
設
十
三
篇
を

含
み
、
其
の
大
部
分
は
既
に
諸
種
の
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
そ
の
主
た
る
内
容
は
第
一
部
史
的
研
究
、
第
一
門
史
的
考

謹
、
日
蓮
聖
人
の
燈
心
立
願
の
時
期
を
論
ず
、
溝
澄
寺
宗
旨
の
攣
遷

ε
其
の
寺
絡
位
地
を
考
ふ
、
叡
由
に
お
け
る
日
蓮
聖
人
の
師
友
の

研
究
、
李
左
衛
門
尉
頼
綱
の
父
組
・
こ
其
の
位
地
樺
力
及
び
信
仰
、
第

こ
門
史
的
考
察
、
「
親
鷺
日
蓮
爾
上
人
の
封
照
」
の
批
判
、
第
二
部

丈
商
的
研
究
、
第
一
門
眞
蹟
研
究
、
｝
、
日
蓮
聖
人
御
坑
蹟
L
噛
こ
其
の

「
鮒
摘
録
」
、
第
二
門
越
文
研
究
、
「
三
大
秘
法
抄
」
の
諏
彌
問
題
，
第

　
　
　
　
　
　
策
十
五
巷
　
箏
一
號
　
　
　
一
三
五
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紹
　
　
，
　
介

三
部
宗
教
的
研
究
、
第
一
門
宗
教
墨
的
考
究
、
比
較
宗
教
の
意
圏
よ

り
崖
…
ぜ
る
宗
教
墨
の
分
科
く
」
宗
教
の
五
畜
、
第
四
部
人
格
的
研
究
、

第
一
門
肉
叢
的
観
察
、
信
歯
す
る
に
足
る
べ
き
口
達
禦
入
の
霞
像

ミ
木
像
（
其
｝
）
第
五
部
思
想
的
研
究
、
第
一
門
批
判
的
方
面
、
日

・
蓮
商
人
の
研
究
態
度
ミ
し
て
の
三
眠
具
足
、
で
あ
る
。
從
來
の
多

く
の
日
蓮
聖
人
傳
が
今
日
に
あ
っ
て
は
史
的
呼
値
の
乏
し
い
も
の

ε
な
っ
て
居
り
、
新
た
に
學
術
的
に
調
査
し
直
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
の

で
あ
る
が
、
斯
か
る
研
究
に
よ
っ
て
聖
人
の
事
蹟
が
少
し
づ
・
で

も
閑
明
に
な
っ
て
ゆ
く
事
は
宗
界
の
た
め
に
も
叉
、
一
般
劇
界
の
た

、
め
に
も
喜
ば
し
い
こ
ε
で
あ
る
。
（
菊
判
五
二
四
頁
、
東
京
新
潮
勧

獲
行
、
償
三
・
五
圓
）
〔
松
野
〕

　
　
醜
天
台
激
學
吏
　
　
　
　
　
　
島
地
大
呼
著

　
天
台
薄
墨
は
支
那
に
嚢
帯
し
た
る
佛
教
各
宗
に
噛
し
て
は
固
よ

り
我
國
に
嚢
潔
し
た
諸
宗
諸
派
に
噛
し
て
も
多
大
の
影
響
を
及
ぽ
r

し
た
も
の
で
、
現
存
せ
る
我
國
の
佛
教
に
し
て
天
台
ミ
壬
午
を
有

し
な
い
も
の
は
殆
ん
、
こ
な
い
ミ
云
っ
て
よ
い
。
故
に
此
の
一
家
に

封
ず
る
敏
無
題
蓮
の
史
的
研
究
は
、
や
が
て
欝
欝
諸
宗
派
に
於
け

る
教
理
史
的
研
究
く
」
も
見
る
こ
ε
が
出
早
る
。
本
書
は
故
島
地
大

　
　
　
　
　
　
錦
十
↓
九
谷
　
　
維
躍
一
號
　
　
　
一
瓢
＝
陶

器
氏
が
印
度
の
龍
樹
以
來
支
那
日
本
に
亘
る
天
台
常
器
の
子
達
縫

遷
を
講
蓮
さ
れ
た
も
の
を
筆
録
し
た
も
の
で
、
そ
の
底
本
は
明

治
の
末
年
か
若
し
く
は
大
正
初
年
の
も
の
ミ
推
定
さ
れ
る
由
に
て

著
者
晩
年
の
所
説
で
は
な
い
が
斯
學
に
造
詣
深
き
著
滑
が
カ
を
娼

し
て
研
鐙
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
宗
學
史
上
重
き
を
な
す
述
作
、
こ

云
へ
や
う
。
第
一
編
源
流
史
概
説
に
は
立
灘
相
承
論
、
龍
樹
の
法

門
並
に
思
想
の
嚢
展
、
天
台
教
書
天
台
止
灘
灘
法
の
系
統
、
第
二

編
成
立
史
論
に
は
天
台
大
師
傳
、
天
台
智
顕
の
座
作
、
三
教
學
、

章
安
湛
頂
の
結
集
、
第
｝
期
．
暗
黒
時
代
、
粥
渓
湛
然
の
中
興
、
唐

朝
佛
教
に
與
へ
た
る
天
台
三
図
の
影
響
、
第
二
期
暗
黒
時
代
、
第

三
編
趙
宋
天
台
史
に
は
唐
末
五
代
の
佛
敏
大
槻
、
趙
宋
天
台
復
興

の
事
情
、
出
癖
の
分
系
、
慈
光
系
、
螺
渓
系
の
導
師
、
山
家
由
外

の
論
諄
、
四
明
蹴
後
の
大
勢
、
天
台
教
學
こ
讃
歎
佛
教
ミ
の
交
渉

鵜
釜
の
天
台
、
第
四
編
日
本
古
代
天
台
史
に
は
準
備
期
の
日
本
天

台
、
傳
敏
大
師
の
立
教
開
宗
、
初
期
の
圓
頓
大
旨
，
初
期
の
天
台

圓
宗
、
初
期
の
台
密
諸
説
傳
、
圓
仁
の
著
作
ミ
そ
の
佛
教
観
、
智

謹
大
師
の
密
教
、
安
然
の
密
教
、
初
期
台
密
の
事
相
ε
所
藤
、
初

期
の
繹
ミ
念
佛
、
良
源
の
中
興
、
山
寺
名
門
分
裂
時
代
の
教
墨
、
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事
相
吟
興
期
の
台
密
、
妙
理
粟
興
の
大
槻
、
慧
檀
野
師
の
著
作
、

二
箇
相
承
の
問
題
，
日
本
天
台
の
解
織
法
、
機
根
の
分
類
、
教
判

上
の
特
色
、
発
墨
雲
門
の
問
題
、
止
観
－
こ
法
華
ミ
の
交
渉
、
記
事

法
門
の
略
説
、
日
本
天
台
の
分
裂
問
題
，
日
本
天
台
の
堕
落
ざ
幣

串
の
頽
慶
、
第
五
編
に
は
近
世
天
台
史
熟
読
を
蓮
べ
て
あ
る
。
爾

ほ
巻
末
に
は
、
止
醜
業
遮
駐
車
の
血
脹
並
に
索
引
を
添
へ
て
あ
る

（…

l
六
版
甲
二
二
〇
劃
一
、
東
山
尽
明
治
都
田
院
逆
行
、
〃
慣
鷲
丁
γ
皿
圓
）
〔
松

野
Ψ　

　
⑳
江
都
督
嘉
吉
願
文
集
　
　
　
李
泉
　
　
澄
編
著

　
才
智
通
人
，
文
章
勝
他
、
実
語
天
下
明
鏡
也
ざ
中
御
門
宗
忠
を

し
て
嘆
ぜ
し
め
た
李
安
朝
後
期
の
碩
學
大
江
匡
房
の
願
文
集
で
あ

る
。
此
書
は
本
來
六
巻
よ
り
成
る
も
の
で
あ
．
る
が
、
績
群
書
類
從

巻
第
八
百
二
十
七
に
牧
め
ら
れ
た
る
第
三
巻
の
み
世
入
の
鰯
目
し

得
る
所
で
あ
り
、
一
代
の
文
人
の
作
る
贋
の
文
章
は
、
他
に
績
本

朝
七
去
朝
野
常
州
等
に
散
見
す
る
の
み
で
あ
っ
た
。

　
李
泉
博
士
が
大
正
十
五
年
秋
塙
検
校
の
群
書
類
從
に
探
録
し
た

る
大
永
八
年
書
窟
…
の
紳
皇
正
統
記
を
水
戸
附
近
の
六
藏
寺
に
求
め

赴
き
、
三
回
討
憂
し
て
遽
に
求
め
得
す
、
而
し
て
意
外
な
る
古
爲

　
　
　
　
”
胡
　
　
　
　
　
　
　
　
卜
．

　
　
　
　
悉
　
　
　
　
　
　
4

本
を
見
倒
し
た
。
帥
ち
細
革
の
頃
霞
浦
の
一
僻
村
の
該
寺
に
土
龍

－
こ
自
記
し
居
た
る
學
僧
恵
範
の
魑
し
き
著
作
、
正
慕
二
年
の
性
盤

集
、
窪
治
二
年
の
績
盤
性
集
等
。
江
都
親
柱
出
願
文
集
も
亦
こ
の

時
の
嚢
見
に
係
る
。

　
六
藏
寺
本
江
都
督
納
言
願
文
集
は
第
四
巻
を
潔
く
の
み
で
、
他

五
巻
は
之
を
完
備
し
、
然
し
て
永
享
七
年
の
細
書
に
よ
り
、
愚
僧

恵
範
の
手
澤
本
で
あ
り
、
叉
水
戸
義
公
の
親
閲
を
経
た
ε
推
せ
ら

れ
て
み
る
。

　
刊
行
せ
ら
れ
た
る
内
容
は
、
巻
第
一
（
帝
皇
に
織
す
る
も
の
）
に

後
三
智
院
五
七
日
御
願
文
を
始
め
ε
し
て
二
十
二
篇
、
懸
第
二
（
仙

院
、
虐
妃
）
は
十
八
篇
、
巻
第
三
（
大
臣
、
諸
卿
）
に
こ
十
四
篇
、

巻
第
五
（
女
入
，
尼
公
）
に
二
十
三
篇
、
巻
第
六
（
上
客
、
庶
人
）
に

二
十
八
鷹
扁
、
計
百
十
五
篇
山
を
撒
へ
、
L
起
用
相
府
室
家
…
願
文
㈱
圓
徳
院
の

願
文
等
寛
治
以
前
の
傑
作
三
十
篇
を
存
し
て
み
る
。

　
こ
の
刊
行
が
集
の
置
文
を
補
ひ
て
、
其
名
一
世
を
蔽
ひ
て
し
か

も
其
作
多
く
傳
は
ら
な
か
っ
た
陽
平
大
江
医
房
卿
の
文
才
を
偲
ぶ

に
ミ
ゴ
ま
ら
す
、
r
そ
の
文
が
當
時
の
名
流
の
駕
に
草
す
る
所
な
る

が
故
に
歴
史
的
色
彩
に
富
み
、
世
俗
的
蘭
虫
・
こ
共
に
宗
教
思
想
を

　
　
　
　
　
　
第
十
五
巷
　
第
一
號
　
　
憎
三
七
、
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